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R5年度 第2号（R5.10.24 ）

学び続ける教員へのメッセージ シンポジウム開催のお知らせ

各事業より

10月28日(土)14時から、教職キャリア高度化センター主催「学び続ける教員への メッセー
ジ」シンポジウムを開催致します。昨年度に引き続き、「これからの教育(令和の日本型学校教
育)と教師に求められる資質・能力」という全体テーマの下、 本年度は「GIGAスクール構想で授
業はどう変わるか」に焦点を当て、考えを深める機会となればと思っています。シンポジストに
大久保紀一朗先生（本学教職キャリア高度化センター講師）、瀧本徹先生（京都府教育庁指導部
ICT教育推進課長）、岡本宇隼先生（京都府立鳥羽高等学校教諭）、前田穣先生（京都市総合教
育センター主任指導主事）、岩本信吾先生（京都市総合教育センター指導主事）をお迎えし、
GIGAスクール構想の取組や現況、また、情報端末、クラウドを活用することで授業がどのよう
に改善されてきたのか、その成果や課題をもとに考えていきます。
皆様の多数ご参加をお待ちしております。詳細については、本学ホームページやチラシにてお

知らせしております。

申込は右の二次元バーコードまたは下記URLからどうぞ
https://forms.gle/tagDwFKwsjfSbr7X9

「京都府北部創生事業」は、京都府教育委員会との連携協定に基づいて平成30年度に取組が始
まり、丹後・中丹両教育局と連携を深めながら小中学校等への支援を行っています。この間、学
校単位での研修だけでなく中学校ブロックでの研修、講演に加えて授業研究会や事例検討会、コ
ロナ禍で始まったオンラインでの研修、そして一人一端末を活用しながらの受講など、内容もス
タイルも様々に変化しながら支援が展開されてきています。学校現場の教員の新しい学びのスタ
イルへの変化を本学の支援が支えていけたらとも考えているところです。本学の先生方に研修講
師を快くお引き受けいただき、ご尽力いただいておりますことを心から感謝しています。本年度
は、両教育局で指定をされた小学校4校、中学校1校、こども園2園、中学校区2ブロックに支援を
進めています。9月末で延べ14回の研修を実施しました。「対話する研修」も継続しています。
北部地域にとって本学が近い存在になっている本事業を、引き続きどうぞよろしくお願いいたし
ます。

京都府北部地域創成支援事業

８月２１日に、谷口和成教授を講師として、「見方・考え方」に着目した小・中学校教員の理
科指導力向上のための研修を京都府教育委員会と協働して実施しました。研修は、受講者が講義
動画を事前に視聴し、研修当日はそれに基づく授業づくりを経験した後に受講者同士で振り返る
といった反転型の形式で行われました。受講者からは「具体的な授業案を練り，実践につなげて
いきたい」「科学的思考力を育む理科授業を行うためには，認知発達の視点をもって授業を組み
立てる必要があると改めて感じた」などの感想がみられ、好評を博しました。

Web動画を活用した小・中学校理科教員対象の反転型研修



ボランティアオフィス
（月～水・金 10:30～13:30、木 10:30～14:30）
スポーツ指導者養成オフィス
（月～金 10:00～13:00、14:00～15:00）
事務担当
（学術研究支援課研究支援グループ）

075-644-8336

075-644-8143

075-644-8846/8793

連絡先

私は今年度の４月に、京都市立中学校から京都教育大学に転任してきました。
教員は世間でも言われているように多忙を極める職種の一つです。採用試験前は

多くの学生たちと面談をしますが、その内容は主に採用試験で実施される面接、小
論文、模擬授業に関することです。その中で、学生たちからこれからの社会を担う
子どもたちの成長に関わりたいというひたむきな思いが伝わってきます。私の学生
時代と照らし合わせるとなんだか恥ずかしくなるとともに、学生たちをリスペクト
する気持ちが日々大きくなっています。
予測困難といわれるこれからの社会を生き抜く上で、大切な力の一つに「考える

力」があげられます。その必要不可欠な力は学校生活では、道徳科を含む教科の学
習や総合的な学習の時間をはじめとするそれ以外の学習、課外活動で多くの人との
関わりの中で育まれます。一人として同じ園児・児童・生徒はいません。それぞれ
が個性をもち能力、適性があります。どうすればそれらをよりよく伸長できるかを
まず教員が考えます。教員にとっての最大の仕事は授業です。授業で子どもたちに
考えさせるためにまず自分が「考える」のです。だから面白い。でも正解がないか
ら悩みます、苦しい時もあります。
これまで中学生とともに教員人生を歩んできましたが、中学生同様これからの社

会を担う学生たちにとって良き助言者でありたいと思っています。困りや悩みがあ
ればぜひ相談に来てください。

センター教員だより

本コーナーでは、教職キャリア高度化センター所属の教職員からのコラムを
掲載します。今回の投稿者は米澤武史准教授です。

所属教員

機構長
センター長
センター次長

専任教員

兼任教員

榊原 禎宏
原田 信一
市田 克利
樋口 とみ子

中垣 ますみ
吉川 孝
山下 和美
椙山 直美
米澤 武史
大久保 紀一朗

小山 宏之
相澤 雅文

教職キャリア高度化センターでは、主に京都府内の現職教員を対象として特別支援教育に関す
る講座を京都府・市教育委員会と連携して行っています。
６月１７日に開催したオンライン講座では、相澤雅文教授(総合教育臨床センター)に、｢発達障

害の多様性とその支援」をテーマとしてお話いただきました。研修には２２名の受講があり、ア
ンケート結果から、現在の動向や実践例を交えた研修内容が大変好評である様子が伺えました。

特別支援教育に関する講座

昨年度に引き続き、今年度も教職キャリア高度化セン
ター教員の学内プロジェクトとして、デジタル教科書、
授業支援ソフト（ロイロノート・スクール等）、および
クラウドツールを活用した授業づくり等に関する学生向
けの講習会を開催します。10月から12月にかけて計5回
開催する予定です。
皆様の多数ご参加をお待ちしております。申込等の詳細
は、9月26日の学内一括送信メールを参照してください。

ICT講習会の開催について


